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Ⅰ 点検及び評価の概要  

１．点検及び評価の趣旨 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号。以下「法」

という。）の一部改正に伴い、教育委員会は、毎年、その権限に属する事務の管理及び

執行状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、議会に提

出するとともに、公表することが義務付けられました。 

教育委員会は、責任の明確化と効果的な教育行政の推進並びに地域住民への説明責

任を果たすため、令和４年度の事務の管理及び執行状況について教育委員会自らが点

検及び評価を行い、教育に関する学識経験者の意見を付して提出するものです。 

 

 

【参考】地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抜粋） 

 

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

第２６条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第１項の規定により教

育長に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第４項の規定により

事務局職員等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況について

点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出すると

ともに、公表しなければならない。 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を

有する者の知見の活用を図るものとする。 

 

 

２．点検及び評価の対象及び対象期間 

 （１）対象 

   令和４年度教育行政方針に掲げる主要施策 

 （２）対象期間 

   令和４年４月～令和５年３月 

 

３．点検及び評価の方法 

（１）令和４年度教育行政方針の各施策について、教育委員会が点検及び評価を行い

ます。 

（２）点検及び評価を行うにあたり、客観性及び透明性を高めるため、教育に関し学

識経験を有する者の知見を活用し、報告書を作成します。 

（３）報告書は、七飯町議会に提出するとともに、ホームページ等に公開します。 
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Ⅱ 教育委員会の運営状況  

１．教育委員 

教育委員会は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第３条の規定により、教

育長と４人の委員から構成されています。 

 

職 名 氏 名 任 期 

教育長 與 田 敏 樹 令和 3 年 10 月 8 日 ～ 令和 6 年 10 月 7 日 

教育委員(職務代理者) 山 川 俊 郎 令和 2 年 10 月 1 日 ～ 令和 6 年 9 月 30 日 

教育委員 加屋本  旬 令和 4 年 10 月 1 日 ～ 令和 8 年 9 月 30 日 

教育委員 菅 沼 由 美 令和 元年 10 月 1 日 ～ 令和 5 年 9 月 30 日 

教育委員 信 夫 恵美子 令和 3 年 10 月 1 日 ～ 令和 7 年 9 月 30 日 

 

２．教育委員会議の開催状況 

教育委員会議は、定例会が毎月 1回、臨時会が随時開催しています。 

令和４年度の開催数は、定例会１２回、臨時会３回となっています。 

開催状況は、次のとおりです。 

 

開催区分 案 件 結果 

4 月 1 日(金) 

令和 4年 

第 4回 

【定例会】 

議案 

 第 21 号 令和 4年度七飯町育英資金の貸付について 

報告 

第 1号 教育行政動向報告（3 月 2日～4月 1 日） 

 第 2 号 教育委員会事務局職員等の人事異動について 

 

承認 

 

報告済 

報告済 

5 月 10 日(火) 

令和 4年 

第 5回 

【定例会】 

議案 

第 22 号 職員の勤務時間、休暇等に関する条例施行規則第 9 条の

3第 1項第 2 号に規定する部署の指定について 

第 23 号 七飯町スクールバス運行管理規則の制定について 

 第 24号 令和 4年度七飯町育英資金の貸付について 

報告 

第 1号 教育行政動向報告（4 月 1日～5月 10日） 

  

 

 

 

承認 

 

承認 

承認 

 

報告済 
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開催区分 案 件 結果 

5 月 19 日(木) 

令和 4年 

第 2回 

【臨時会】 

議案 

 第 25 号 令和 4年度七飯町教育行政方針の策定について 

 

 

承認 

 

6 月 7 日(火) 

令和 4年 

第 6回 

【定例会】 

議案 

 第 26 号 令和 4年度教育費補正予算（案）について 

 第 27 号 七飯町地域会館等設置補助金交付要綱の一部改正に 

ついて 

報告 

第 1号 教育行政動向報告（5 月 10 日～6 月 7日） 

 

承認 

承認 

 

 

報告済 

7 月 5 日(火) 

令和 4年 

第 7回 

【定例会】 

議案 

 第 28号 七飯町行政組織機構の見直しに伴う関係規則の整備に関

する規則の改正に係る専決処理について 

第 29 号 七飯町行政組織機構の見直しに伴う関係訓令の整備に関

する訓令の改正に係る専決処理について 

第 30 号 七飯町学校給食センター運営委員会委員の委嘱に係る専

決処理について 

報告 

第 1号 教育行政動向報告（6 月 7日～7月 5 日） 

第 2号 教育委員会事務局職員の人事異動について 

 

承認 

 

承認 

 

承認 

 

 

報告済 

報告済 

8 月 2 日(火) 

令和 4年 

第 8回 

【定例会】 

議案 

 第 31 号 令和 4年度教育費補正予算に係る専決処理について 

報告 

第 1号 教育行政動向報告（7 月 5日～8月 2 日） 

 

承認 

 

報告済 

9 月 13 日(火) 

令和 4年   

第 9 回 

【定例会】 

議案 

 第 32 号 令和 4年度教育費補正予算に係る専決処理について 

報告 

第 1号 教育行政動向報告（8 月 2日～9月 13日） 

第 2号 七飯町教育委員会委員の任命について 

第 3号 令和 4 年度教育に関する事務の管理及び執行の状況の 

点検及び評価に関する報告書について 

 

承認 

 

報告済 

報告済 

報告済 
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開催区分 案 件 結果 

10 月 11 日(火) 

令和 4年   

第 10 回 

【定例会】 

議案 

第 33号 七飯町教育委員会規則の押印の見直しに伴う関係規則の 

整備に関する規則の制定に係る専決処理について 

第 34 号 七飯町教育委員会訓令の押印の見直しに伴う関係訓令の 

整備に関する訓令の制定に係る専決処理について 

第 35 号 七飯町立学校用務員の勤務等に関する規程の廃止に 

ついて 

報告 

第 1号 教育行政動向報告（9 月 13 日～10 月 11 日） 

第 2号 七飯町教育委員会委員の任命に係る辞令交付について 

 

承認 

 

承認 

 

承認 

 

 

報告済 

報告済 

11 月 15 日(火) 

令和 4年   

第 11 回 

【定例会】 

教育委員会執務室内にて新型コロナウイルス感染症の感染者が複

数発生したため中止 

 

 

 

 

 

 

 

12 月 13 日(火) 

令和 4年   

第 12 回 

【定例会】 

議案 

第 36 号 令和 4年度教育費補正予算に係る専決処理について 

第 37 号 七飯町就学指定校変更（校区外・区域外就学）に関する 

事務取扱要綱の一部改正について 

第 38 号 七飯町特認校制度実施要綱の一部改正について 

 第 39 号 七飯町奨学金等償還支援事業助成金交付要綱の制定に 

     ついて 

第 40 号 七飯町老人大学開設要綱の一部改正について  

 第 41号 七飯町公の施設に係る指定管理者の指定に係る専決処理

について 

報告 

第 1号 教育行政動向報告（10 月 11 日～12 月 13 日） 

 

 

 

 

承認 

承認 

 

承認 

承認 

 

承認 

承認 

 

 

報告済 
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区分 案 件 結果 

1 月 10 日(火) 

令和 5年   

第 1 回 

【定例会】 

議案 

第 1号 公共施設等の年末年始休日の変更に伴う関係規則の整備 

に関する規則の制定について 

第 2号 七飯町図書室設置及び利用要綱の一部改正について 

第 3号 七飯町立学校管理規則の一部改正について 

第 4号 七飯町立学校の校区に関する規則の一部改正について 

第 5号 七飯町共同学校事務室設置要綱の制定について 

報告 

第 1号 教育行政動向報告（12 月 13 日～1 月 10 日） 

 

承認 

 

承認 

承認 

承認 

承認 

 

報告済 

2 月 6 日(月) 

令和 5年   

第 2 回 

【定例会】 

議案 

第 6号 令和 4年度教育費補正予算に係る専決処理について 

第 7号 七飯町民グラウンド設置条例施行規則の一部改正に 

ついて 

第 8号 令和 5年度七飯町教育行政方針の策定について 

報告 

第１号 教育行政動向報告（1月 10 日～2 月 6日分）について 

第 2号 校長採用候補者、教頭昇任候補者及び主幹教諭昇任 

候補者の登録結果について 

 

承認 

承認 

 

承認 

 

報告済 

報告済 

2 月 22 日(水) 

令和 5年   

第 1 回 

【臨時会】 

【書面開催】 

議案 

 第 9 号 令和 5年度公立小中学校長の人事異動内示について 

 

 

 

承認 

3 月 1 日(水) 

令和 5年   

第 3 回 

【定例会】 

議案 

第 10 号 令和 4年度教育費補正予算について 

第 11 号 令和 5年度七飯町教育費予算について 

第 12 号 七飯町地域体育館設置条例の一部改正について 

第 13 号 七飯町新入学児童学用品負担軽減補助金交付要綱の 

制定について 

第 14 号 七飯町教育委員会後援等名義使用承認規程の一部改正 

    について 

第 15 号 令和 5年度公立小中学校職員の人事異動内示について

報告 

第 1号 教育行政動向報告（2 月 6日～3月 1 日） 

 

承認 

承認 

承認 

承認 

 

承認 

 

承認 

 

報告済 
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区分 案 件 結果 

3 月 27 日(月) 

令和 5年   

第 2 回 

【臨時会】 

議案 

第 16号 七飯町教育委員会が保有する個人情報の保護に関する規則 

の廃止について 

第 17 号 七飯町立学校対外競技等参加経費補助要綱の一部改正に 

ついて 

第 18 号 七飯町学校教育指導主事の任用について 

第 19 号 七飯町教育支援センター教育支援指導員の任用について 

第 20 号 生涯学習推進アドバイザーの任用について 

第 21 号 七飯町社会教育委員の委嘱について 

第 22 号 公民館館長の任命について 

第 23 号 公民館・多目的会館管理人の委嘱について 

報告 

第 1号 公民館・多目的会館管理人の委嘱について 

 

承認 

 

承認 

 

承認 

承認 

承認 

承認 

承認 

承認 

 

報告済 
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３．教育委員会議以外の活動状況 

教育委員は、会議以外にも、学校訪問や諸行事に参加しています。 

令和 4 年度は、新型コロナウイルス感染症対策により、町立学校入学式、卒業式、

成人式などへの参加は自粛しており、例年に比べ活動状況は縮小しています。 

 

期 日 行 事 等 開催場所 

4 月 1 日(金) 令和 4年度七飯町立学校教職員着任式 七飯町文化センター 

7 月 14 日(木) 

～7 月 15 日(金) 
第 57 回北海道市町村教育委員会研修会 札幌市教育文化会館 

11 月 3 日(木) 令和 4年度七飯町功労者表彰式 七飯町文化センター 

11 月 11 日(金) 

町内各学校訪問（七飯高校、七飯養護学校） 

※教育委員会執務室内にて新型コロナウイルス

感染症の感染者が複数発生したため、11 月 14 日

(月)以降に予定されていたその他町立学校への

訪問は中止 

各学校 

3 月 27 日(月) 教職員離任式 七飯町文化センター 

 

 

 

 

 

 

 

 



8 

Ⅲ 教育費の決算状況  

1.教育費（令和４年度）   （単位：千円） 

項 予算現額 構成比 支出済額 
翌年度 
繰越額 不用額 執行率 

1.教育総務費 147,611 18.2% 140,259  7,352 95.0% 

2.小学校費 161,872 19.9% 152,729   9,143 94.4% 

3.中学校費 118,334 14.6% 109,210   9,124 92.3% 

4.社会教育費 145,817 18.0% 136,415 4,626 4,776 96.6% 

5.保健体育費 237,975 29.3% 234,692   3,283 98.6% 

計 811,609 100.0% 773,305 4,626 33,678 95.8% 

 

 

18.2%

19.9%

14.6%
18.0%

29.3%

令和４年度教育費予算構成割合

1.教育総務費

2.小学校費

3.中学校費

4.社会教育費

5.保健体育費

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

教育費予算額の推移 （単位：千円）

２.年度別教育費予算の推移（単位：千円） 

年度 予算現額 前年比 

平成 30 年度 1,640,987 64.8% 

令和元年度 1,634,696 99.6% 

令和２年度 1,013,803 62.0% 

令和３年度 738,970 72.9% 

令和４年度 811,609 109.8% 
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Ⅳ 教育委員会の機構 （令和４年７月１日現在：４４名）  

 

 

 

教育長（１）

学校教育係（７）

教育支援係（４）

【内訳】 職員（２）、会計年度任用職員（１）

　　　　　学校教育指導主事（２）

教育施設係（1）

 庶務係（２） 【内訳】 職員（2）

教育総務課
課長（１）

【内訳】 職員（1）
【４名】

【内訳】 職員（２）

　　　　　教育支援センター指導員（２） 鶴野地域センター

学校給食センター
課長（１）

 事務係（１） 【内訳】 職員（１）、「学校栄養教諭（２）」

【２名】

　　　　（本町地域センター図書室　職員２）

 文化財係（４） 【内訳】職員（３）、会計年度任用職員（１）　歴史館

スポーツ振興課
課長（１）

スポーツ振興係（７）
【内訳】 職員（３）、会計年度任用職員（４）

　　　　（スポーツセンター　職員３、任用職員１）

【８名】 　　　　（トルナーレ　任用職員３）

【１７名】

学校教育課
課長（１）

【１２名】

　　　　　外国語講師（１）、臨時外国語指導助手（１）

生涯教育課
課長（１）

文化振興係（４）
【内訳】職員（４）

　　　　（文化センター　職員２）

社会教育係（８）
　　　　会計年度任用職員（３）

　　　　（文化センター 職員２、アドバイザー１、任用職員１）

　　　　（大中山コモン 職員１、アドバイザー１、任用職員１）

　　　　（大沼婦人会館　任用職員１）

　　　　　

【内訳】職員（３）、生涯学習推進アドバイザー（２）



　１．点検及び評価の項目
№ 基本施策 重点施策 具体的施策 評価 担当課

①総合教育会議との連携 Ｂ 教育総務課

②教育委員会議の公開・情報発信 Ａ 教育総務課

③教育行政方針の点検・評価及び公表 Ａ 教育総務課

2 幼児教育の充実
家庭、幼児教育施設、小学校、地
域、関係機関との連携推進

①関係機関との連携 Ｂ 学校教育課

①タブレット端末の有効利用 Ｂ 学校教育課

②持続可能な特別教育としての学校行事等の定着 Ａ 学校教育課

①七飯町教育研究所等との連携による教職員の資質向上 Ａ 学校教育課

②中学校区単位でのＣＳと地域学校協働活動の一体的な取組 Ａ 学校教育課

③働き方改革における時間外在勤時間の公表 Ａ 学校教育課

①学習支援員の配置によるきめ細やかな学習指導の実施 Ａ 学校教育課

②「七飯町家庭学習の手引き」の積極的な活用 Ｂ 学校教育課

（４）道徳教育の充実 ①命を大切にする心や規範意識の育成 Ｂ 学校教育課

（５）いじめ対策等の充実 ①いじめの未然防止、早期発見 Ｂ 学校教育課

（６）生徒指導の充実 ①不登校対策、校外生活における安全安心の確保 Ｂ 学校教育課

①健康な身体づくりの推進 Ｂ 学校教育課

②健康意識の高揚 Ａ 学校教育課

①特別支援教育支援員の配置による特別支援教育の充実 Ｂ 学校教育課

②教育支援委員会での相談・指導の充実 Ａ 学校教育課

（９）環境教育の充実 ①環境教育の充実 Ａ 学校教育課

①チームティーチングによる英語教育の充実 Ａ 学校教育課

②小中高英語教育連携協議会の支援 Ｂ 学校教育課

①安全な学校づくりの推進 Ｂ 学校教育課

②安全確保のための地域との連携 Ａ 学校教育課

①食育の計画的な推進 Ａ 学校給食センター

②地元産食材利用の推進 Ａ 学校給食センター

③学校給食会計の安定化の推進 Ｃ 学校給食センター

①教育施設の整備 Ｂ 教育総務課

②学校備品の整備・充実 Ａ 学校教育課

③奨学金の利用促進 Ａ 教育総務課

④学校事務職員の共同事務室化 Ｂ 学校教育課

⑤小中学校図書室の地域への開放 Ｂ 学校教育課

⑥生理用品の配置 Ａ 学校教育課

①生涯学習事業の実施 Ｂ 生涯教育課

②社会教育施設の計画的・効率的な整備と集約化 Ａ 生涯教育課

③図書館の整備検討 Ａ 生涯教育課

④老人大学の講座内容等の検討 Ａ 生涯教育課

①心身ともにたくましい青少年育成 Ｂ 生涯教育課

②青少年育成事業の推進 Ｂ 生涯教育課

（3）家庭と地域の教育力の向上 ①家庭・地域・学校の連携強化 Ｂ 生涯教育課

（4）芸術・文化の振興 ①芸術文化創作活動の奨励 Ｂ 生涯教育課

①文化財の保存整備と積極的な活用 Ａ 生涯教育課

②歴史館の体制の充実及び文化に触れる機会の創出 Ａ 生涯教育課

①スポーツ施設の整備検討 Ａ スポーツ振興課

②子どもたちへの運動の習慣化の推進 Ｂ スポーツ振興課

③スポーツ合宿誘致の推進 Ｂ スポーツ振興課

Ⅴ　施策の点検及び評価
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総合教育会議との連携、地域に根差
し開かれた教育委員会

（３）基礎・基本の確実な定
　　　着に向けた指導の充実

1
開かれた教育行
政の推進

（6）生涯スポーツの推進

4 生涯学習の推進

（5）文化財の保護・管理の推進

（７）学校体育と学校保健指
　　　導の充実

（８）特別支援教育の充実

（10）国際理解教育の充実

（11）防災・安全対策の充実

（12）食育の推進

（13）教育環境の整備・充実

（２）学校経営の充実

（1）生涯学習の推進

（2）青少年の健全育成

3 学校教育の充実

（１）ニューノーマルな教育の実現



1

・町部局と教育委員会が教育の課題や目的を共有し、より一層の教育の
充実を図るため、年１回総合教育会議を開催する。

・総合教育会議の議題となる令和４年度の「教育行政方針」について
は、新町長着任後に実施する必要があったことから、令和４年５月に会
議を実施した。また、令和５年度の「教育行政方針」の策定のため、令
和５年２月に会議を実施したことにより、町長と教育委員の意思疎通が
図られた。
・年１回程度の開催のため迅速性に欠けるほか、短期的な課題への対応
は難しいため、長期的な政策を話し合う場として今後も開催する。

・月１回教育委員会議を開催し、教育に関する審議等を行った。
　会議は原則公開としており、事前に七飯町ホームページに会議開催を
告知している。
・会議録は調製後に七飯町ホームページにて公表している。

・会議の公開、会議録等の公表により、教育行政に対する理解向上に繋
がっている。

具体的施策

総合教育会議との連携、地域に根差し
開かれた教育委員会

【基本施策】 開かれた教育行政の推進 評
価
区
分

 Ａ：十分達成できた

 Ｂ：概ね達成できた

【重点施策】  Ｃ：やや不十分である

 Ｄ：不十分である
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担当課：教育総務課

 ① 主な取組状況

 ② 成果

 ③ 課題

 ④ 評価

②教育委員会議の公開・情報発信

 ② 成果

 ③ 課題

 ④ 評価

①総合教育会議との連携

具体的施策

Ａ

Ｂ

 ① 主な取組状況



1

 ③ 課題

 ④ 評価 Ａ
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具体的施策 ③教育行政方針の点検・評価及び公表

 ① 主な取組状況

・令和３年度教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況につ
いての点検評価は、令和４年７月２５日と８月１０日に点検評価有識者
会議を開催し点検、評価を行った。
・点検評価有識者会議委員による点検及び評価による取りまとめを行
い、七飯町ホームページに公表し周知を図った。

 ② 成果

・公表により教育行政に対する理解向上に繋がっている。

 Ｂ：概ね達成できた

【重点施策】総合教育会議との連携、地域に根差し
開かれた教育委員会

 Ｃ：やや不十分である

 Ｄ：不十分である

担当課：教育総務課

【基本施策】 開かれた教育行政の推進 評
価
区
分

 Ａ：十分達成できた



2

 ② 成果

 ③ 課題

 ④ 評価 Ｂ

・令和３年４月から子育て事業として実施した５歳児健康診査におい
て、所管部局と連携し行った。
・その他個別の案件に対しては、関係する機関と連絡を取り合い情報共
有を図った。

・子どもの成長・発達に対する保護者からの相談を受け、支援を必要と
する子どもが小学校への就学に向けて適切な準備ができるよう、保健セ
ンター、教育委員会、小学校及び義務教育学校が連携し、情報の共有が
図られた。
・個別案件に対して、それぞれ連携が図られた。
・５歳児検診で得た情報を教育支援委員会で活用することで支援体制は
向上したが、それを適切な就学先への進学増へとつなげていくことが今
後の課題である。
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担当課：学校教育課

具体的施策

家庭、幼児教育施設、小学校、地域、
関係機関との連携推進

 Ａ：十分達成できた

 Ｂ：概ね達成できた

【重点施策】  Ｃ：やや不十分である

 Ｄ：不十分である

【基本施策】 幼児教育の充実 評
価
区
分

①関係機関との連携

 ① 主な取組状況



3

 ④ 評価 Ａ

14

 ① 主な取組状況

・ポストコロナ時代における新しい常態である「ニューノーマル」にお
いて、子どもたちの学びを保障するため、運動会や学校祭等の各種行事
について時間短縮や分散開催、実施メニューの整理など形態や内容の見
直しを推進した。

 ② 成果

・町内全ての学校で見直しを行い、継続して実施することで定着が図ら
れた。
・見直しに伴う保護者からの意見には反対意見がなく、概ね受け入れら
れたと考えられたと同時に、行事によっては教職員の負担軽減にも繋
がった。

 ③ 課題

 ③ 課題

・ＩＣＴ教育については、タブレット活用における教員の習熟度や活用
方法の違いを考慮し、研修や情報共有に努め一定の基準を保っていく必
要がある。

 ④ 評価 Ｂ

具体的施策 ②持続可能な特別教育としての学校行事等の定着

具体的施策 ①タブレット端末の有効利用

 ① 主な取組状況

・各学校の情報教育担当教員を含めた七飯町ＩＣＴ教育推進委員会を設
置し、研修の実施など学校ＩＣＴ教育を統一的に推進している。
・ＧＩＧＡスクール運営支援センターを整備し、民間事業者による支援
体制を整えることで、保守に加え授業等における提案・助言・アプリ
ケーションの活用を図った。

 ② 成果

・授業においてアプリケーションを活用し、基礎・基本の確かな定着や
学習活動の振り返りを実施することができた。
・タブレット端末の持ち帰りの実施により、課題の配信や長期休業中に
おける児童生徒の状況確認など、学習の推進や生活リズムの構築などが
図られた。

 Ｂ：概ね達成できた

【重点施策】（１）ニューノーマルな教育の実現  Ｃ：やや不十分である

 Ｄ：不十分である

担当課：学校教育課

【基本施策】 学校教育の充実 評
価
区
分

 Ａ：十分達成できた
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Ａ

 ③ 課題

 ④ 評価

（２）学校経営の充実

【基本施策】 学校教育の充実 評
価
区
分

 Ａ：十分達成できた

 Ｂ：概ね達成できた

【重点施策】  Ｃ：やや不十分である

 Ｄ：不十分である

担当課：学校教育課

具体的施策

 ① 主な取組状況

 ② 成果

①七飯町教育研究所等との連携による教職員の資質向上

・七飯町教育研究所の活動との連携により教職員の意欲的な学習指導方
法の改善と充実に務めた。

・研究の中核にサークル活動をおき、前年度までの成果を踏まえて充実
発展を図った。また、研修の機会を広げ、交流を活発化して研修意欲の
高揚を図るとともに、教育課程の改善についての研究に努めた。

②中学校区単位でのＣＳと地域学校協働活動の一体的な取組

Ａ

15

具体的施策

 ① 主な取組状況

 ② 成果

 ③ 課題

 ④ 評価

・「よりよい学校教育を通じてよりよい社会を創る」という新学習指導
要領の目標を学校と地域が共有し、未来の創り手となるために必要な資
質・能力を育む「社会に開かれた教育課程」の実現に向けて相互の連
携・協働のもとに学校づくりと地域づくりを進めた。

・地域学校協働活動推進員の設置により、各学校で学校を核とした地域
づくりに関る活動が継続して行われ、多くの地域住民と学校行事や地域
の未来の姿についての話し合いが進められている。



3

担当課：学校教育課

【基本施策】 学校教育の充実 評
価
区
分

 Ａ：十分達成できた

 Ｂ：概ね達成できた

【重点施策】（２）学校経営の充実  Ｃ：やや不十分である

 Ｄ：不十分である
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具体的施策 ③働き方改革における時間外在勤時間の公表

 ① 主な取組状況

 ② 成果

 ③ 課題

 ④ 評価 Ａ

・長時間勤務が課題となっている教職員の働き方改革に関する取り組み
状況を把握し、長時間勤務の縮減に向けた実効性を確保するため、令和
４年４月以降の教職員の時間外在校時間を公表している。

・公表することにより、教職員の勤務実態について保護者や地域住民の
方の理解や協力を得ていくことに繋がっている。



3

担当課：学校教育課

【基本施策】 学校教育の充実 評
価
区
分

 Ａ：十分達成できた

 ④ 評価 Ａ

 Ｂ：概ね達成できた

【重点施策】（３）基礎・基本の確実な定
　　　着に向けた指導の充実

 Ｃ：やや不十分である

 Ｄ：不十分である

具体的施策 ①学習支援員の配置によるきめ細やかな学習指導の実施

 ① 主な取組状況

 ② 成果

 ③ 課題

・習熟度に応じたきめ細やかな学習指導を行い、全ての児童生徒に基
礎・基本の確実な定着と活用する力の育成を図るため、希望する学校へ
学習支援員を配置している。

・１１名の学習支援員を７校に配置することで、学習活動中の児童生徒
一人一人の課題に、きめ細やかな対応を行った。

17

具体的施策 ②「七飯町家庭学習の手引き」の積極的な活用

 ① 主な取組状況

 ② 成果

 ③ 課題

 ④ 評価 Ｂ

・基礎学力の向上と児童生徒の健全育成、社会の変化に対応した教育の
充実等、家庭・地域社会との連携の下、児童生徒が学校生活を営む上で
必要な規律や学習習慣を身に付けることができるように「七飯町家庭学
習の手引き」を作成している。

・手引きを基に家庭学習強調週間を設けるなど各学校の特色を加えた取
り組みを行い、児童生徒が目標を定め、計画的な学習習慣を身に付ける
ことに役立った。

・タブレット端末により家庭学習の在り方も変わりつつあるが、スマー
トフォン等の普及が、オンラインゲームやＬＩＮＥ等ＳＮＳ利用者の低
年齢化を進め、家庭での学習に集中できない状況を増加させる要因にも
なっており、手引の見直しを検討する。



3

担当課：学校教育課

【基本施策】 学校教育の充実 評
価
区
分

 Ａ：十分達成できた

 ④ 評価 Ｂ

 Ｂ：概ね達成できた

【重点施策】（４）道徳教育の充実  Ｃ：やや不十分である

 Ｄ：不十分である

具体的施策 ①命を大切にする心や規範意識の育成

 ① 主な取組状況

 ② 成果

 ③ 課題

・各学校において、全体計画及び年間指導計画に基づき道徳教育を実施
し、話し合いを中心とした児童生徒の規範意識育成のための指導を行っ
た。

・命の尊さを理解し、かけがえのない自他の生命を尊重する心を育み、
自己を見つめ、物事を多角的に捉えるとともに、自己の生き方について
考えを深める道徳性を養った。

・指導方法が難しい授業であり、また、道徳教育を如何にして子どもた
ちの実際の行動に繋げていくかが重要である。
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3

担当課：学校教育課

【基本施策】 学校教育の充実 評
価
区
分

 Ａ：十分達成できた

 ④ 評価 Ｂ

 Ｂ：概ね達成できた

【重点施策】（５）いじめ対策等の充実  Ｃ：やや不十分である

 Ｄ：不十分である

１．具体的施策 ①いじめの未然防止、早期発見

 ① 主な取組状況

 ② 成果

 ③ 課題

・「七飯町いじめ防止基本方針」に基づき、いじめは「どの子どもに
も、どの学校でも、起こり得る」という意識を持ち、学校と連携を図
り、いじめの未然防止及び早期発見に努めている。
・平成２８年から、毎年７月を「いじめ根絶月間」と定め、教育委員会
と校長会の共催で児童生徒より「いじめ防止標語」を募集している。

・児童生徒がいじめに対して自主的に考え行動する意識の醸成を図るこ
とに役立った。
・「いじめ防止標語」をきっかけに、コミュニケーションの基本である
挨拶をきちんと行う児童生徒が増える傾向があることから、いじめの未
然防止につながることが期待される。
・近年、いじめ問題の重大事案の発生はないが、万が一発生した場合に
は速やかに早期解決に努めていく。
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3

担当課：学校教育課

【基本施策】 学校教育の充実 評
価
区
分

 Ａ：十分達成できた

 ④ 評価 Ｂ

 Ｂ：概ね達成できた

【重点施策】（６）生徒指導の充実  Ｃ：やや不十分である

 Ｄ：不十分である

具体的施策 ①不登校対策、校外生活における安全安心の確保

 ① 主な取組状況

 ② 成果

 ③ 課題

・不登校及び不登校の傾向にある児童生徒に対する教育相談、適応指
導、学習指導を行う教育支援センター「レインボー」を設置しているほ
か、スクールカウンセラーによる、児童生徒及び保護者に対する相談業
務を実施している。
・校外生活の安全安心の確保では「子ども１１０番の家」の設置、新入
学１年生児童への「防犯ブザー」無料配付などを行っている。

・教育支援センター「レインボー」において、児童生徒の意思や希望を
尊重しながら、自立へ向けた指導・援助、心のケアを行った。
　また、不登校児童生徒及び保護者への適切な指導、助言及び相談活動
を行った。

・不登校の児童生徒数は増加傾向にあり、学習指導に加え保護者への相
談対応等も実施しており、現在２名体制の指導員の業務負担の増加が懸
念される。
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3

担当課：学校教育課

【基本施策】 学校教育の充実 評
価
区
分

 Ａ：十分達成できた

 ④ 評価 Ｂ

 Ｂ：概ね達成できた

【重点施策】（７）学校体育と学校保健指
　　　導の充実

 Ｃ：やや不十分である

 Ｄ：不十分である

具体的施策 ①健康な身体づくりの推進

 ① 主な取組状況

 ② 成果

 ③ 課題

・児童生徒の体力・運動能力の向上のため、生活習慣の改善とあわせ
て、学校体育の充実、生涯スポーツの基礎づくりを進め、健康な身体づ
くりを推進している。
・児童・生徒の身体状況を把握するため、全国体力・運動能力、運動習
慣等調査を毎年実施している。

・前年度の全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果を踏まえて年間
指導計画の改善を行っているほか、教員同士で取り組みや指導方法の工
夫・改善について検討を行い、児童生徒の体力向上に繋がっている。

・新型コロナウイルス感染症対策のため制限されていた体育授業や部活
動が、新たなスタイルによって通常の活動に戻りつつあるが、身体を動
かすことの習慣化に繋げていくことが重要である。
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具体的施策 ②健康意識の高揚

 ① 主な取組状況

 ② 成果

 ③ 課題

 ④ 評価 Ａ

・学校における体育や保健などの授業を通じて、心の教育、性教育、食
育、がん教育等の推進を図っており、児童生徒の健康意識の高揚に努め
ている。

・各学校において、各種教育の授業を行い、児童生徒の理解を深めるこ
とができたほか、夏季及び冬季休業中には七飯町スポーツセンターを優
先的に利用できるよう配慮することで、児童生徒の運動機会が増え、健
康意識の高揚に繋がった。



3

担当課：学校教育課

【基本施策】 学校教育の充実 評
価
区
分

 Ａ：十分達成できた

 ④ 評価 Ｂ

 Ｂ：概ね達成できた

【重点施策】（８）特別支援教育の充実  Ｃ：やや不十分である

 Ｄ：不十分である

具体的施策 ①特別支援教育支援員の配置による特別支援教育の充実

 ① 主な取組状況

 ② 成果

 ③ 課題

・障がい等の理由により特別な教育支援が必要な児童生徒に対して、学
校における日常生活の介助や学習支援を行なうため、希望する学校へ特
別支援員を配置した。

・特別支援員１０名を６校に配置し、特別な教育支援が必要な児童生徒
の日常生活上の介助や学習支援を行ったことで、一部サポートが必要と
される児童生徒に対する学校活動へのスムーズな支援が図られた。

・少子化により児童生徒数は少しずつ減少傾向にあるが、特別な支援を
必要とする児童生徒は相対的に増加する傾向にあり、学校からは特別支
援員の増員が求められている。
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具体的施策 ②教育支援委員会での相談・指導の充実

 ① 主な取組状況

 ② 成果

 ③ 課題

 ④ 評価 Ａ

・心身に障がいのある児童生徒の就学の適性を図るため、教育委員会の
諮問機関として、教育支援委員会を年４回開催しているほか、教育支援
専門委員会として、特別支援教育が必要とされる入学予定者や児童生徒
の現地調査を実施している。

・心身に障がいのある児童生徒の各学校の特別支援学級、若しくは特別
支援学校への就学のほか、教育上必要な支援の内容等を審議し、一人一
人のニーズに応じた就学の場を総合的に判断した。



3

担当課：学校教育課

【基本施策】 学校教育の充実 評
価
区
分

 Ａ：十分達成できた

 ④ 評価 Ａ

 Ｂ：概ね達成できた

【重点施策】（９）環境教育の充実  Ｃ：やや不十分である

 Ｄ：不十分である

具体的施策 ①環境教育の充実

 ① 主な取組状況

 ② 成果

 ③ 課題

・環境教育の視点から、学校や地域の特色を活かした様々な地域学習
を、各学校において総合的な学習の時間に実施している。

・環境教育の視点を取り入れた地域学習を展開することにより、自然と
人の関わりについての認識を深め、自然体験やリサイクル、地域の学び
など、自分たちが住む地域や町について確かな知識を身に着けることが
できた。
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3

担当課：学校教育課

【基本施策】 学校教育の充実 評
価
区
分

 Ａ：十分達成できた

 ④ 評価 Ａ

 Ｂ：概ね達成できた

【重点施策】（10）国際理解教育の充実  Ｃ：やや不十分である

 Ｄ：不十分である

具体的施策 ①チームティーチングによる英語教育の充実

 ① 主な取組状況

 ② 成果

 ③ 課題

・各学校の外国語（英語）教育において、英語を母国語とする授業補助
者を配置し、教員と連携し授業の補助や英語教材の作成補助、課外活動
への協力等の語学指導を行った。

・外国語講師（FLT）１名と外国語指導助手（ALT）１名を採用し、各学
校において、外国語（英語）授業の補助等を行なうことで、児童生徒の
授業理解度、英語発音及び国際理解教育の向上が図られた。
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具体的施策 ②小中高英語教育連携協議会の支援

 ① 主な取組状況

 ② 成果

 ③ 課題

 ④ 評価 Ｂ

・小中高と英語教育の系統性や連続性、指導方法の一貫性等を図ること
を基本として、英語担当教員の指導力向上により学力、コミュニケー
ション能力の向上、また国際化時代に活躍できる人材の育成を図るた
め、七飯高校の教員も含めた研修会を開催した。
・各学校の小学６年生を対象に、姉妹都市であるコンコードへの理解を
深めるためのコンコード学習を行った。

・新学習指導要領に基づき小学３、４年生の外国語活動（英語活動）が
必修化、５、６年生で外国語（英語）が教科となったが、小学校でも円
滑に外国語授業を行うことが可能となった。

・英語教員等の指導力向上のためには、外部講師による研修会等の取り
組みを継続して行うことが重要である。



3

担当課：学校教育課

【基本施策】 学校教育の充実 評
価
区
分

 Ａ：十分達成できた

 ④ 評価 Ｂ

 Ｂ：概ね達成できた

【重点施策】（11）防災・安全対策の充実  Ｃ：やや不十分である

 Ｄ：不十分である

具体的施策 ①安全な学校づくりの推進

 ① 主な取組状況

 ② 成果

 ③ 課題

・施設、設備及び通学路の安全点検等、教職員全体で安全な学校づくり
に取り組んだほか、突発的に発生する事件・事故・自然災害等に対処す
るため「七飯町立学校における危機管理マニュアル」の確認を行った。
・「七飯町立学校における危機管理マニュアル」の一部改定のほか、北
海道・三陸沖後発地震注意情報」の運用開始に伴い児童生徒への注意喚
起と周知を実施した。

・各学校で通学路の安全点検による危険箇所の把握や避難訓練を実施
し、点検結果に基づいて注意喚起の大型看板３ヶ所を設置したほか、信
号機及び横断歩道などが整備された。また、任意点検で小型看板１ヶ所
を設置した。
　また、藤城小学校では、１日防災学校を実施した。
・当町は活火山駒ヶ岳を有しているほか、近年は各地で予想を超える大
規模な自然災害等が頻発していることから、常に防災意識の向上を図る
継続的な取り組みが必要である。
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具体的施策 ②安全確保のための地域との連携

 ① 主な取組状況

 ② 成果

 ③ 課題

 ④ 評価 Ａ

・地域における見守り活動として、「子ども１１０番の家」や不審者情
報ネットワーク等の活用や、コミュニティ・スクールの特性等を活か
し、地域ぐるみでの児童生徒の安全確保に努めた。
・「子ども１１０番の家」について、緊急時に子どもに対して積極的に
声掛けができるような体制づくりを目指して、各学校においてＰＴＡや
コミュニティ・スクールなどで議論を深めている。

・地域における見守り活動が継続されているほか、「子ども１１０番の
家」について内容の拡充が進んでいる。



3

担当課：学校給食センター

【基本施策】 学校教育の充実 評
価
区
分

 Ａ：十分達成できた

 ④ 評価 Ａ

 Ｂ：概ね達成できた

【重点施策】（12）食育の推進  Ｃ：やや不十分である

 Ｄ：不十分である

具体的施策 ①食育の計画的な推進

 ① 主な取組状況

 ② 成果

 ③ 課題

・栄養教諭と連携した食に関する指導計画を作成し、給食を提供してい
る学校において、栄養教諭の専門性を活かし給食を生きた教材として活
用した授業を実施している。
　また、その時期の行事食を提供し、献立表で紹介することで、児童生
徒が日本の食に関する知識を学べるような取り組みを実施している。

・児童生徒の食への関心が高まり、給食を食べる意欲に繋がり残食が減
少傾向であるほか、食に関する知識、食に対する自己管理能力の高まり
が見られた。
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具体的施策 ②地元産食材利用の推進

 ① 主な取組状況

 ② 成果

 ③ 課題

 ④ 評価 Ａ

・七飯産の食材をふんだんに活用した「プレミアムななえデー」を毎月
２回程度設定し、資料等を配布して啓発しているほか、地元で採れる旬
の食材を毎日の給食にも積極的に使用した。

・地域の食材や自然、食文化産業等への理解が深まり、食への感謝の心
や愛郷心を育むことができた。
　また、七飯町で捕獲されたエゾシカ肉を使用したメニューの回数を増
やすなど、地場産物を積極的に給食に取り入れることができた。



3

・更なる収納率の向上のため、今後とも継続した努力が必要である。
・公会計化への移行については、メリットデメリットを含め引き続き検
討する。

担当課：学校給食センター

【基本施策】 学校教育の充実 評
価
区
分

 Ａ：十分達成できた
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 ④ 評価 Ｃ

 Ｂ：概ね達成できた

【重点施策】（12）食育の推進  Ｃ：やや不十分である

 Ｄ：不十分である

具体的施策 ③学校給食会計の安定化の推進

 ① 主な取組状況

 ② 成果

 ③ 課題

・給食費収納対策としては、督促状及び催告状の送付に加えて、電話督
促を実施している。
・公会計の移行については、食材発注の煩雑化等がデメリットとしてあ
げられるが、他自治体が公会計化へ移行していることもあり、引き続き
メリットデメリットを含め検討中である。

・令和４年度は、訪問徴収については新型コロナウイルス感染症対策に
より実施できなかったため、昨年度に引き続き電話督促等を行った。



3

担当課：教育総務課・学校教育課

【基本施策】 学校教育の充実 評
価
区
分

 Ａ：十分達成できた

 ④ 評価 Ｂ

 Ｂ：概ね達成できた

【重点施策】（13）教育環境の整備・充実  Ｃ：やや不十分である

 Ｄ：不十分である

具体的施策 ①教育施設の整備

 ① 主な取組状況

 ② 成果

 ③ 課題

・各施設における不具合等に対し、修繕や改修等適宜対応するととも
に、施設の長寿命化計画に従い対処した。
・施設の長寿命化計画について、現状にあわせ建築設備の改修指針を示
す改訂を行った。

・各学校の不具合等に対し、修繕等迅速に対応した。
・大中山中学校特別教室棟の暖房設備を改修した。

・施設の老朽化等に伴い、整備・改修等にかかる経費が増加しており、
長期的計画の進行管理による施設維持が必要である。
・老朽化施設の改修・修繕等にあたり、教育委員会と施設利用者の意見
のすり合わせを行い、適正かつコスト面を重視した計画を立てる必要が
ある。
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具体的施策 ②学校備品の整備・充実

 ① 主な取組状況

 ② 成果

 ③ 課題

 ④ 評価 Ａ

・教材備品及び庁用備品のほか、情報機器について補助金・交付金を活
用し計画的に整備を行った。

・新型コロナウイルス感染症対策やＧＩＧＡスクール構想に係る補助金
等を活用し、衛生・環境用備品や各種デジタル教材備品を購入した。



3

担当課： 教育総務課・学校教育課

【基本施策】 学校教育の充実 評
価
区
分

 Ａ：十分達成できた

（13）教育環境の整備・充実

 ④ 評価 Ａ

 Ｂ：概ね達成できた

【重点施策】  Ｃ：やや不十分である

 Ｄ：不十分である

具体的施策 ③奨学金の利用促進

 ① 主な取組状況

 ② 成果

 ③ 課題

・七飯町育英基金については、３月に申請を受け付けており、その際に
は町広報誌やホームページで周知し、制度の利用促進を図った。また、
年度途中の申請にも対応している。

・４月認定が３件、５月認定が１件（金額９２万４，０００円）とな
り、概ね活用されている。また、「奨学金等償還支援事業」を新設し、
令和５年度から受付を開始した。
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具体的施策 ④学校事務職員の共同事務室化

 ① 主な取組状況

 ② 成果

 ③ 課題

 ④ 評価 Ｂ

・事務を共同処理することにより、事務職員の育成や事務作業の効率化
を図るとともに、事務職員の連携体制を構築することで孤立化を防止す
るため、学校事務職員の共同事務室化の検討を進めた。
・令和５年４月１日の共同事務室設置を目指し、令和５年１月に七飯町
共同学校事務室設置要綱を制定した。

・令和５年４月１日に七重小学校に共同学校事務室が設置され、運用が
開始された。

・設置は完了したが、運用開始に伴い速やかに諸課題を確認・整理し、
事務効率化をはじめとした業務を進めていく必要がある。



3

担当課：学校教育課

【基本施策】 学校教育の充実 評
価
区
分

 Ａ：十分達成できた

 ④ 評価 Ｂ

 Ｂ：概ね達成できた

【重点施策】（13）教育環境の整備・充実  Ｃ：やや不十分である

 Ｄ：不十分である

具体的施策 ⑤小中学校図書室の地域への開放

 ① 主な取組状況

 ② 成果

 ③ 課題

・子どもにとって図書室が「行きたい場所」「過ごしたい場所」になる
ように、七重小学校において、学校支援（図書）ボランティア「ハッ
ピー七小サポーターズ」のメンバーが図書室の模様替えや本の整理整
頓、読み聞かせなどアイディアを出し合い、工夫しながら活動を行っ
た。

・地域の方々の協力による図書室の開放により、地域の交流の場、子ど
もの居場所づくりに繋がった。

・夏季・冬季休業中の実施や、他の学校での取り組みの検討を行う。
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具体的施策 ⑥生理用品の配置

 ① 主な取組状況

 ② 成果

 ③ 課題

 ④ 評価 Ａ

・七飯町男女平等参画推進協議会から、女性つながりサポート事業とし
て生理用品の寄贈を受け、長引くコロナ禍により生理用品を購入できな
い方への支援として、寄贈された生理用品を各学校に配置した。

・生理用品のほか、ショーツやサニタリーバッグ、サニタリーボックス
などを配置しており、コロナ禍に対する支援という面に加え緊急的な活
用もあり、女子児童、女子生徒に対する支えとして有効に活用できてい
る。



4

担当課：生涯教育課

【基本施策】 生涯学習の推進 評
価
区
分

 Ａ：十分達成できた

 ④ 評価 Ｂ

 Ｂ：概ね達成できた

【重点施策】（1）生涯学習の推進  Ｃ：やや不十分である

 Ｄ：不十分である

具体的施策 ①生涯学習事業の実施

 ① 主な取組状況

 ② 成果

 ③ 課題

・女性団体や読み聞かせサークルをはじめとする町内社会教育団体への
支援を行った。
・子どもチャレンジ講座や子ども読書推進講座を開催した。
・公民館講座（詳細：Ｐ39 資料１）や地域セミナー（詳細：Ｐ40 資料
２）を開催した。

・コロナ禍ではあったが、参加人数を半分にするなど感染対策を十分に
行い、事業を実施した。
・親子で物づくりをしたり、一緒に読書に親しんだりと、各イベントを
通じ親子の絆を深めた。
・各種公民講座や地域セミナーを開催することで、知識・教養の向上、
健康増進を図ることができた。

・各団体ともに高齢化が進んでいる。
・各種講座等に対する新たなニーズの把握と指導者の発掘が必要。
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具体的施策 ②社会教育施設の計画的・効率的な整備と集約化

 ① 主な取組状況

 ② 成果

 ③ 課題

 ④ 評価 Ａ

・川尻親交会館屋根改修工事及び東大沼駅前会館解体工事への補助を
行った。
・文化センターや歴史館の大規模改修工事を実施した。
・各社会教育施設の維持管理にかかる修繕を実施した。

・大規模改修工事として、文化センター小ホール吊物制御盤・操作盤部
品分割交換工事、歴史館屋上防水改修工事を行った。
・各施設の故障箇所や不具合を改善した。



4

担当課：生涯教育課

【基本施策】 生涯学習の推進 評
価
区
分

 Ａ：十分達成できた

 ④ 評価 Ａ

 Ｂ：概ね達成できた

【重点施策】（1）生涯学習の推進  Ｃ：やや不十分である

 Ｄ：不十分である

具体的施策 ③図書館の整備検討

 ① 主な取組状況

 ② 成果

 ③ 課題

・近年整備された北海道内外の様々な図書館について、調査や情報の収
集を行った。
・図書館の整備に向け、必要な事項を調査検討するため、七飯町社会教
育施設（体育館、図書館）整備庁内検討委員会の設置を進めた。

・令和５年２月、七飯町社会教育施設（体育館・図書館）整備庁内検討
委員会を設置し、基本構想・基本計画策定に向けたスケジュールや図書
館の現状と課題などを確認した。
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具体的施策 ④老人大学の講座内容等の検討

 ① 主な取組状況

 ② 成果

 ③ 課題

 ④ 評価 Ａ

・七飯地区と大中山地区に老人大学を開設した。
・新入学生を増やすため、自治会と講座内容を検討するとともに、チラ
シやホームページ等による周知活動に力を入れた。
・新型コロナウイルス感染症の影響により、感染リスクが高いとされる
飲食を伴う研修旅行や新年祝賀会などについては、感染状況を踏まえ中
止とせざるを得なかった。

・新型コロナウイルス感染症の影響により中止となった行事もあった
が、おおむね実施され、老大生のストレス発散と健康増進に寄与し、楽
しい学習の場を提供することができた。
・老大生の人数は、両老大ともに増加傾向にある。
　七飯老大（R4：56名 R3：52名）、大中山老大（R4：62名 R3：59名）
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担当課：生涯教育課

【基本施策】 生涯学習の推進 評
価
区
分

 Ａ：十分達成できた

 ④ 評価 Ｂ

 Ｂ：概ね達成できた

【重点施策】（2）青少年の健全育成  Ｃ：やや不十分である

 Ｄ：不十分である

具体的施策 ①心身ともにたくましい青少年育成

 ① 主な取組状況

 ② 成果

 ③ 課題

・七飯音頭（盆踊り・太鼓）講習会の実施（詳細：Ｐ41　資料３）や、
子ども会かるた（百人一首）大会への支援（詳細：Ｐ41　資料３）を
行った。
・ミニバレーボール大会は新型コロナウイルス感染症の影響によりやむ
を得ず中止とした。
・児童対象の宿泊事業についても、新型コロナウイルス感染症の影響に
よりやむを得ず中止としたが、代替事業として日帰り体験事業「大沼で
遊ぼうかい」を実施した。

・新型コロナウイルス感染症の位置付けが、２類から５類へと変更され
ることから、ミニバレーボール大会については、今後の推移を注視して
いく必要がある。

・盆踊りや太鼓の講習会により、地域文化である七飯音頭を知ってもら
うことができた。
・子ども会事業では、伝統文化であるかるた（百人一首）体験するとと
もに会員相互の親睦も深めることができた。
・代替事業として実施した日帰り体験事業「大沼で遊ぼうかい」によ
り、体験・交流活動への参加や郷土愛の醸成に寄与することができた。
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具体的施策 ②青少年育成事業の推進

 ③ 課題

 ④ 評価 Ｂ

・新型コロナウイルス感染症の位置付けが、２類から５類へと変更され
ることから、ＰＴＡ活動については、今後、状況に合わせ実施していく
必要がある。

 ① 主な取組状況

・親子科学体験「空気砲を作って遊ぼう」や青少年事業「ななえ吹奏楽
祭」の開催（詳細：Ｐ41　資料３）を開催した。
・ＰＴＡ活動については、オンラインで開催した渡島管内研究大会への
参加以外すべて中止となった。

 ② 成果

・親子科学体験は３年ぶりの開催となったが、たくさんの親子が参加し
ていた。楽しみながらも、児童たちが科学に親しむ機会を提供すること
ができた。
・生徒たちの演奏を発表する機会をつくることができた。



4

担当課：生涯教育課

【基本施策】 生涯学習の推進 評
価
区
分

 Ａ：十分達成できた

 ④ 評価 Ｂ

 Ｂ：概ね達成できた

【重点施策】（3）家庭と地域の教育力の向上  Ｃ：やや不十分である

 Ｄ：不十分である

具体的施策 ①家庭・地域・学校の連携強化

 ① 主な取組状況

 ② 成果

 ③ 課題

・ファミリー絵画展を実施した。
・地域学校協働活動推進員が各学校に出向き、学校運営協議会での「熟
議」の習慣化・活発化に向け取り組んだ。
・七重小学校では、学校支援ボランティア「ハッピー七小サポーター
ズ」が活動を開始し、図書室の模様替えや本の整理整頓、読み聞かせな
どのほか、冬休み期間中の図書室開放といった地域学校協働活動が行わ
れた。

・ファミリー絵画展の開催により、児童生徒をはじめ保護者の方々にも
和んでもらうことができた。
・七重小学校の児童等に対する冬休み期間中の図書室解放では、「ハッ
ピー七小サポーターズ」や読み聞かせグループ「ぴょーん」の手伝いの
もと、児童や保護者らが読書や読み聞かせを楽しむことができ、児童を
中心に家庭・地域・学校が連携した新たな事業を展開することができ
た。

・今後は、七重小学校以外でも新たな地域学校協働活動の掘り起こしや
既存事業の活性化を図る必要があると思われる。
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4

担当課：生涯教育課

【基本施策】 生涯学習の推進 評
価
区
分

 Ａ：十分達成できた

 ④ 評価 Ｂ

 Ｂ：概ね達成できた

【重点施策】（4）芸術・文化の振興  Ｃ：やや不十分である

 Ｄ：不十分である

具体的施策 ①芸術文化創作活動の奨励

 ① 主な取組状況

 ② 成果

 ③ 課題

・七飯町文化協会主催による舞台公演の開催や劇団四季「こころの劇
場」の招致を行った。
・新型コロナウイルス感染症対策により、町民文化祭（各地区文化祭）
やパイオニアフェスティバルは中止した。

・新型コロナウイルス感染症の位置付けが、２類から５類へと変更され
ることから、町民文化祭の実施にあたっては、今後、状況に合わせ実施
していく必要がある。

・舞台公演では、良質で幅広い芸術文化の鑑賞機会の提供を図ることが
できた。
・リモートでの鑑賞となったが、「こころの劇場」では、ミュージカル
を通じて、人間の素晴らしさや、命や仲間の大切さを児童たちに伝える
ことができた。
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4

担当課：生涯教育課

【基本施策】 生涯学習の推進 評
価
区
分

 Ａ：十分達成できた

 ④ 評価 Ａ

 Ｂ：概ね達成できた

【重点施策】（5）文化財の保護・管理の推進  Ｃ：やや不十分である

 Ｄ：不十分である

具体的施策 ①文化財の保存整備と積極的な活用

 ① 主な取組状況

 ② 成果

 ③ 課題

・町内の文化財、史跡における草刈りなど環境整備を実施した。
・ジュニア探検クラブ（年１２回）を開催した。
                                       （詳細：Ｐ42 資料４－１）
・歴史館だより「ピチャリ」（毎月発行）の発行や、歴史館の収蔵物な
どを活用した「企画展」（４回）を開催した。
                                       （詳細：Ｐ42 資料４－２）

・ジュニア探検クラブは、新型コロナウイルス感染症対策のため定員８
名と少人数だったが、子どもの探究心を育てることができた。
・町内の文化財や史跡を説明した「ピチャリ」の発行により、町民への
周知と啓発を図ることができた。
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具体的施策 ②歴史館の体制の充実及び文化に触れる機会の創出

 ③ 課題

 ④ 評価 Ａ

 ① 主な取組状況

・歴史、民俗、自然などをテーマとした企画展や歴史館で保管している
収蔵物を使った企画展などを開催した。（詳細：Ｐ42 資料４－２）
・夜の博物館を開催した。（詳細：Ｐ42 資料４－３）
・学習サービス室の配架の改善ならびに企画展示と連動した図書紹介の
拡充、歴史館屋外見本園で育成しているブドウを活用したジャムの製
造・販売を行った。

 ② 成果

・身近なテーマを用いて、来館者に歴史や文化財に興味を持ってもらえ
た。
・新刊本をはじめ蔵書を手に取り、読書する来館者が増えた。
・ジャムを製造・販売することで、七飯町の農業史を周知できた。



4

担当課：スポーツ振興課

【基本施策】 生涯学習の推進 評
価
区
分

 Ａ：十分達成できた

 ④ 評価 Ａ

 Ｂ：概ね達成できた

【重点施策】（6）生涯スポーツの推進  Ｃ：やや不十分である

 Ｄ：不十分である

具体的施策 ①スポーツ施設の整備検討

 ① 主な取組状況

 ② 成果

 ③ 課題

・新体育館の基本構想・基本計画の策定に向け、町民のスポーツ・レク
リエーション活動への意見や要望を把握するために、スポーツセンター
利用者や各町内の競技団体などに対し「新体育館の建設に関するアン
ケート調査」を実施した。また、体育館の整備に向け、必要な事項を調
査検討するため、七飯町社会教育施設（体育館、図書館）整備庁内検討
委員会の設置を進めた。

・スポーツ施設の利用者及びスポーツ関係団体からの意見や要望を参考
に、新体育館に必要な規模や機能を把握することができた。
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具体的施策 ②子どもたちへの運動の習慣化の推進

 ① 主な取組状況

 ② 成果

 ③ 課題

 ④ 評価 Ｂ

・小学生を対象とした水泳教室、ミニバレー教室、スキー教室を実施し
た。（P43 資料５－１）

・新型コロナウイルス感染症対策を徹底し、初心者に限定した水泳教室
は２日間、スキー教室は３日間開催した。ミニバレー教室は新型コロナ
ウイルス感染症の感染者数が拡大したため、８日間の開催予定が７日間
となった。

・スポーツ事業の特性上、密になる状況が発生しやすく、コロナ禍での
事業実施は慎重に判断しなければならない。また、子どもが感染した場
合、感染拡大の規模が大きくなる傾向にあることから、コロナ禍におけ
る子ども向けの事業の実施はより慎重な判断が必要となる。



4

・「合宿受入れ可能な宿泊施設」及び「練習場所」の確保が必要であ
る。

担当課：スポーツ振興課

【基本施策】 生涯学習の推進 評
価
区
分

 Ａ：十分達成できた

38

 ④ 評価 Ｂ

 Ｂ：概ね達成できた

【重点施策】（6）生涯スポーツの推進  Ｃ：やや不十分である

 Ｄ：不十分である

具体的施策 ③スポーツ合宿誘致の推進

 ① 主な取組状況

 ② 成果

 ③ 課題

・第７０回全日本実業団対抗陸上競技選手権大会及び２０２２函館マラ
ソンの競技会場において、実業団陸上チームの監督等へ大沼陸上合宿へ
の誘致活動を行った。

・陸上合宿は、自然環境の評価は高く、別紙資料のとおり新規大学駅伝
部１チームを含む７チームが実施した。（詳細：P43 資料５－３）
・サッカー合宿は、川崎フロンターレがＪリーグ日程の都合により実施
できなかった。



資料１

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 計

舞踊講座 西坂　由美子 10 10 6 5 6 6 6 6 6 6 6 6 6 59 98%

太鼓講座 高橋　理沙 10 10 6 4 3 5 5 5 5 5 4 4 6 46 77%

洋裁講座 近藤　洋子 10 10 2 2 2 2 2 1 2 2 2 2 2 19 95%

書道講座 澤田　宵竹 10 10 7 7 7 6 5 7 6 7 6 6 6 63 90%

ローラーピラティス講座 佐竹　直子 10 11 11 11 11 10 11 11 7 9 8 8 8 94 85%

体幹トレーニング講座 佐竹　直子 10 10 11 9 9 11 9 9 6 11 10 6 9 89 81%

フラワーアレンジメント講座 松本　優子 10 15 12 12 10 11 11 6 6 9 9 7 10 91 76%

創作紙粘土講座 林　良子 10 10 6 5 5 5 5 5 4 4 3 5 5 46 77%

気功講座 沢谷　進 10 15 9 9 7 8 8 8 7 6 6 6 7 72 80%

書道講座 澤田　宵竹 10 10 5 5 3 4 5 4 4 4 4 4 5 42 84%

合唱講座 服部　満 10 10 7 6 5 7 7 6 6 7 7 7 7 65 93%

貯筋体操講座 二階堂 久美子 10 10 8 6 8 8 6 5 6 5 7 6 5 62 78%

生き生き健康舞踊講座 庭田　紀江子 10 10 8 8 7 8 6 8 7 7 7 7 7 72 90%

生け花講座 宮永　華子 10 10 4 2 3 2 3 2 2 3 3 2 2 24 60%

大沼多目的会館 ディスコダンス講座 七尾　幸子 10 20 16 16 15 16 13 14 11 11 13 15 12 136 85%

150 171 118 107 101 109 102 97 85 96 95 91 97 980 83%

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 計

舞踊講座 西坂　由美子 10 10 3 2 3 3 2 2 3 1 2 2 2 22 73%

太鼓講座 高橋　理沙 10 10 7 5 5 6 6 6 6 2 4 0 2 42 60%

洋裁講座 近藤　洋子 10 10 3 3 3 2 3 3 2 3 3 3 3 28 93%

ローラーピラティス講座 佐竹　直子 10 10 9 9 8 9 8 8 8 9 8 9 7 83 92%

体幹トレーニング講座 佐竹　直子 10 10 11 9 11 10 10 11 11 11 11 7 11 102 93%

書道講座 澤田　宵竹 10 10 5 5 4 5 4 4 5 5 5 5 4 46 92%

フラワーアレンジメント講座 松本　優子 10 15 10 10 10 9 10 9 8 9 9 7 9 90 90%

創作紙粘土講座 林　良子 10 10 9 6 7 7 6 2 6 6 9 7 8 64 71%

気功講座 沢谷　進(1～3)、佐藤　みどり(4～) 10 15 6 6 6 5 4 4 3 3 4 4 4 43 72%

書道講座 澤田　宵竹 10 10 5 4 5 5 5 5 5 5 3 5 4 46 92%

合唱講座 服部　満 10 10 5 4 4 5 4 4 4 5 5 4 4 43 86%

貯筋体操講座 二階堂 久美子 10 10 9 5 9 7 5 6 8 5 7 6 6 64 71%

生き生き健康舞踊講座 庭田　紀江子 10 10 7 7 7 6 7 7 6 6 6 6 7 65 93%

生け花講座 宮永　華子 10 10 4 2 3 2 3 3 3 3 3 3 3 28 70%

大沼多目的会館 ディスコダンス講座 七尾　幸子 10 20 14 12 11 9 12 12 10 9 9 10 10 104 74%

150 170 107 89 96 90 89 86 88 82 88 78 84 870 81%

１期・２期計 300 341 225 196 197 199 191 183 173 178 183 169 181 1,850 82%

峠下公民館
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講座受講
決定人数

講座実施回数及び受講者人数
参加率

文化センター

大中山コモン

大沼婦人会館

会場 講座名 講師名
実施
回数

定員

文化センター

大中山コモン

大沼婦人会館

峠下公民館

令和４年度　公民館講座実施報告＜第２期＞

令和４年度　公民館講座実施報告＜第１期＞   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

会場 講座名 講師名
実施
回数

定員
講座受講
決定人数

講座実施回数及び受講者人数
参加率



資料２

令和４年度　地域セミナー開催状況

実施日 講座名 実施日 講座名 実施日 講座名

① 講師名 ② 講師名 ③ 講師名

音楽　ハープ

末廣 佳子

ディスコダンス カラオケ

七尾 幸子 髙田 弘子

懐メロと脳の活性化 カラオケで脳活性化

山下 勝次 橋野　貞雄

フラワーアレンジ

松本　優子

健康相談、ラジオ体操 健康相談、ラジオ体操 健康相談、ラジオ体操

保健師 保健師 保健師

切り絵 切り絵

梅﨑 誠 梅﨑 誠

健康体操 健康体操 健康体操

安保　道子 安保　道子 安保　道子

ストレッチ ストレッチ ストレッチ

蛯沢 亮太 蛯沢 亮太 蛯沢 亮太

17 214

人　数回　数

7

32

出席者数出席者数出席者数
町　内　会　名

513166/23166/16196/98

7 10/121210/5 3531110/1912南藤城町内会

13276/2266/86 峠下連合町内会

5 11/101010/6 263812/88吉野山町内会

大川美園町内会

西部鳴川町内会

東大川町内会 7/26 12

2

202

4 11/18 7本町下通り町内会

藤城中央町内会
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実施日・人数

1 6/25 30 1 30

2 6/22 16 3/11 16

3 7/25 8



資料３

No 事業名 開催日 開催場所 参加数 備 考

1 七飯音頭盆踊り講習会 7月21・28日
文化センター・
大中山コモン

延べ57名

2 七飯音頭太鼓講習会 7月20・26日 文化センター 延べ42名

3 子ども会かるた（百人一首）体験会
 11月8日
  ～12月12日

文化センター・
大中山コモン・
大沼婦人会館

延べ169名

4 子ども会かるた（百人一首）特別大会 12月11日 文化センター 6名

5 大沼で遊ぼうかい 8月4日 大沼周辺 17名

6 親子科学体験「空気砲を作って遊ぼう」 3月11日 文化センター 37名
児童　19名
保護者18名

7 ななえ吹奏楽祭 8月7日 文化センター 約400名
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令和４年度　青少年の健全育成に係る事業の実施状況



資料４

番号 実施日 開催有無 内　容 参加数 備 考

1 4月23日（土） 開催 開講式 8名

2 5月28日（土） 開催 街なかの自然 8名

3 6月25日（土） 開催 てくてく登山 7名

4 7月23日（土） 開催 虫の気持ち 8名

5 8月27日（土） 開催 水辺の生きもの 7名

6 9月24日（土） 開催 土の中から 7名

7 10月22日（土） 開催 まちの探検～秋 6名

8 11月19日（土） 開催 石さがし 7名

9 12月24日（土） 開催 かまくらつくり 6名

10 1月28日（土） 開催 冬の大沼探検 7名

11 2月25日（土） 開催 ワカサギ釣り 7名

12 3月18日（土） 開催 閉講式 6名

番号 事業内容 来客者数 備　考

1 企画展「縫う・繕う～「衣」のあるくらし」 428名 51日間

2 企画展「トリドリ－鳥とはどんな生き物か－」 791名 46日間

3
企画展「手仕事のぬくもり－日々の暮らしに寄り添
うモノ－」

326名 55日間

4 企画展「旅の記憶、旅の記録。」 541名 60日間

番号 実施日 開催有無 講座内容 参加数 備 考

1 6月15日（水） 開催 身近な花との出会い方 15名

2 7月6日（水） 開催 ななえの産業遺産 12名

3 8月3日（水） 開催 箱館写真とデジタルアーカイブ 12名

4 9月7日（水） 開催 古文書から知る駒ケ岳 14名

5 12月7日（水） 開催 ななえの巨人たち 12名

6 1月11日（水） 開催 山下りんの生涯 13名

7 2月1日（水） 開催 高橋秀雄考古コレクションについて 10名

8 3月1日（水） 開催 兵器と戦術に見る箱館戦争 13名

3月17日（金）
　　　　～5月15日（月）

3.令和４年度　夜の博物館講座開催状況
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1.令和４年度　ジュニア探検クラブ開催状況

2.令和４年度　企画展等の実施状況
開催期間

3月26日（土）
　　　　～5月15日（日）

8月5日（金）
　　　　～9月19日（月）

11月16日（水）
　　　　～1月15日（日）



１．令和４年度　各種教室（子ども対象）

番号 期　　間 会　　場

1 ちびっこ（親子）サッカー教室 ー 東大沼多目的グラウンド

2 小学生初心者水泳教室 8月1日(月)ー8月2日(火) 町民プール

3 小学生ミニバレーボール教室 10月5日(水)ー11月16日(水) スポーツセンター

4 小学生スキー教室 1月11日(水)ー1月13日(金) 函館七飯スノーパーク他

２．令和４年度　各種スポーツイベント（子ども対象）

番号 期　　間 会　　場

1 ー 大沼公園

2 10月15日(土)ー10月16日(日) 東大沼多目的グラウンド

3 9月17日(土)ー9月18日(日) 東大沼多目的グラウンド

4 9月18日(日)ー10月16日(日) 本町多目的グラウンド他

5 2月19日(日) スポーツセンター

３．令和４年度　スポーツ合宿

番号 競技名 チーム名 期　　間 宿泊施設

1
陸上

(女子)
ユニバーサル
エンターテインメント

7月17日(水)～7月25日(木)
8月2日(金)～8月10日(土)

函館大沼プリンスホテル

2
陸上

(女子)
城西国際大学　女子駅伝部 8月1日(月)～8月10日(水) ステーションホテル旭屋

3
陸上

(女子)
デンソー女子陸上長距離部 8月3日(水)～8月7日(日) ステーションホテル旭屋

4
陸上

(男子)
ＧＭＯアスリーツ 8月4日(木)～8月21日(日) 函館大沼プリンスホテル

5
陸上

(女子)
京セラ女子陸上競技部 8月13日(土)～8月26日(金) 函館大沼プリンスホテル

6
陸上

(女子)
エディオン女子陸上競技部 8月18日(木)～8月29日(月) 函館大沼プリンスホテル

7
陸上

(男子)
ＮＴＴ西日本陸上競技会

8月17日(水)～8月26日(金)
10月3日(月)～10月12日(水)

函館大沼プリンスホテル

資料５

参加人数
過去合宿

実績

選　手  13名
スタッフ 6名

3回（Ｒ1～Ｒ3）

16名

193名

事　業　名 参加人数 備　考

大沼湖畔駅伝競走大会 中止

選　手  12名
スタッフ 7名

3回（Ｒ2～Ｒ4）
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トルナーレガールズチャレンジカップ 52名

トルナーレチャレンジカップ（Ｕ１２） 350名

選　手 　8名
スタッフ 3名

2回（Ｒ3～Ｒ4）

選　手  12名
スタッフ 6名

6回（Ｈ29～Ｒ4）

選　手  10名
スタッフ 2名 初

選　手 　8名
スタッフ 8名

10回（Ｈ23～Ｈ28、Ｒ1～Ｒ4）

選　手  10名
スタッフ 6名

2回（Ｒ3～Ｒ4）

町民スポーツ大会（８種目） 444名

少年少女フットサル大会 37名

事　業　名 参加人数 備　考

中止

81名



44 

Ⅵ 点検評価有識者会議の意見  

１．点検評価有識者会議委員 

  委員は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条第２項及び七

飯町教育委員会点検評価有識者会議設置要綱の規定により、２名の委員で構

成しています。 

  任期は、令和５年７月１８日から令和６年３月３１日までとなっています。 

氏 名 経 歴 等 

清 野  雅 之 元生涯学習推進アドバイザー、元藤城小学校校長 

佐 藤  耕 一 元学校教育指導主事、元大中山小学校校長 

 

２．点検評価有識者会議の開催状況 

開催状況は、次のとおりです。 

開催区分 案 件 

7 月 18 日(火) 

令和 5年 

第１回 

議案 

 第 1 号 令和 4 年度教育に関する事務の管理及び執行状況の点検及び

評価に関する報告書について 

8 月 8 日(火) 

令和 5年 

第 2回 

議案 

 第 1 号 令和 4 年度教育に関する事務の管理及び執行状況の点検及び

評価に関する報告書の有職者会議意見について 

 

３．点検評価有識者会議の意見 

  教育委員会が行った点検評価の取り組みは、住民への説明責任を果たすこ

とや開かれた教育行政を推進するためにも、たいへん意義があり評価できま

す。 

  点検評価の対象とした令和４年度教育行政方針に掲げる主要施策の取り組

みについては、令和３年度に引き続き、新型コロナウイルス感染症の影響によ

り、学校並びに町民の文化芸術・スポーツ活動に大きな影響があり、運営に大

変苦慮されたことと思います。 

  点検評価有識者会議では、これらの状況を踏まえ、点検評価内容の聞取りを

実施し、問題点や今後のあり方、また、望むべきことについて気付いた点を３

つの基本施策事項ごとに申し述べます。 
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１．幼児教育の充実について 

・ 幼児教育施設と小学校との連携状況は、令和３年度から実施された５歳

児健康診査の結果の活用を含め、良好であり評価できる。今後も適切な就

学先への進学に繋げていけるよう、町長部局や地域、関係機関との連携が

より確かなものになることを望む。 

 

２．学校教育の充実について 

（１）基礎・基本の確実な定着に向けた指導の充実 

・ 学習支援員の配置によるきめ細やかな学習指導はおおむね評価できる。

限られた予算の中でできる限りきめ細かな対応をお願いしたい。 

・ 「七飯町家庭学習の手引き」の活用においては、タブレット端末の普及

等により家庭学習の在り方も変わりつつあるが、児童生徒が学習に集中で

きる状況をつくることができるよう、手引の見直しを検討していただきた

い。 

（２）道徳教育、いじめ対策、生徒指導の充実 

・ 道徳教育は、命を大切にする心や社会・生活との関わりを大切にした「心

の教育」を育むために非常に重要であると考えることから、物事を多角的

に捉える力を身に付け、実際の行動に繋げていけるよう指導をお願いした

い。 

・ いじめは、いつ、どこで、だれに起こるかわからない。「いじめ防止標

語」の取り組みにより、挨拶をする児童生徒が増えるのは良い傾向である。

「いじめはどこにでもある」ということを意識して取り組みを進めるよう

お願いしたい。また、昨今クローズアップされているＬＧＢＴＱについて

も、適切な対応ができるように理解を深める研鑽に努めることを望む。 

・ 校外生活における安全安心の確保に向け、「子ども１１０番」の拡充な

どに取り組むことにより、犯罪の抑止力にも繋がることから、地域と学校

との連携を強化していただきたい。 

（３）特別支援教育の充実 

・ 特別支援教育は、個々に応じた支援を継続して行うためにも支援員によ

るできる限りのサポートを望む。 

・ 教育支援委員会は、引き続き一人一人のニーズに応じた就学の場を総合

的に判断していただきたい。 

（４）食育の推進 

 ・ 食育の計画的な推進は、児童生徒の食への関心が高まりつつあり、残食

が減少傾向なのはよいことである。 
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・ 地元産食材利用の推進は、七飯産の食材を通じて食への感謝や愛郷心の

高まりが感じられることから、継続した取り組みをお願いしたい。 

（５）教育環境の整備・充実 

 ・ 学校事務職員の共同学校事務室制度は、令和５年から運用が開始された

ため、今後課題が出てくる可能性があることから、見直しを行いながら更

なる事務効率化を図っていただきたい。 

 ・ 小中学校図書室の地域への開放は、地域の方々の協力により子どもの居

場所づくりに繋がっていることから、是非他の学校にも取り組みを広げて

ほしい。 

 

３．生涯学習の推進について 

（１）生涯学習の推進について 

 ・ 図書館の整備検討については、調査や情報収集の実施、また庁内検討委

員会の設置など、着実に前進しており、今後も様々な議論を行い七飯町に

合った施設整備を進めていただきたい。 

（２）青少年の健全育成 

・ 新型コロナウイルス感染症の影響により、例年実施している事業は中止

せざるを得ない事業もあったが、代替案として日帰り体験事業を実施する

など、制約がある中でできる取り組みを考え実施したことは評価できる。 

（３）家庭と地域の教育力の向上 

・ 家庭・地域・学校の連携強化については、冬休み期間中の児童等への図

書室開放は児童・家庭・地域・学校が連携することができる取り組みであ

ることから、七重小学校以外の学校においても活動が広がることを期待し

たい。 

（４）芸術・文化の振興 

・ 新型コロナウイルス感染症の影響により、町民文化祭、パイオニアフェ

スティバルなどの主要な芸術文化活動は中止せざるを得ない状況となっ

たが、劇団四季による「こころの劇場」をリモートで鑑賞するなど、コロ

ナ禍でも実施可能な事業を模索し、確実に実施されたことは評価したい。 

（５）文化財の保護・管理の推進 

・ ジュニア探検クラブは、コロナ禍で定員を減らしての実施であったが、

子どもの探求心を育むよい企画であった。今後も様々な企画で参加する子

どもの心に残る事業を実施されることを期待したい。 
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（６）生涯スポーツの推進 

・ スポーツ施設の整備検討については、アンケート調査の実施や庁内検討

委員会の設置など、着実に前進しており、今後も様々な議論を行い七飯町

に合った施設整備を進めていただきたい。 

・ 子どもたちへの運動の習慣化の推進について、新型コロナウイルス感染

症対策を講じながらのスポーツ事業の実施は常に最悪の事態を想定し取

り組まなければならず、そのような中で水泳教室やミニバレー教室、スキ

ー教室を開催できたのは評価したい。引き続き運動の習慣化への取り組み

を進めていただきたい。 

 


